
2022年度事業報告書
2022年6月 1日 からЮ23年5月 31日まで

特定非営利活動法人ま耐dC瞳呵P Age:xツ

■.事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

2.事業の成果

Ш出:=:2:L12:と:」Lコ:出!』:壼i■:因1庄口豆 旦12」生豊盤

C)メールマガジンの口信
■)登録者数
・豊録者歌総数は37〔Ю名超

a内春
・ソーシヤルワークに関する知見の共有や、ソーシヤルワーカーというl■業の広報に努めた。
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on由 国 躙 叫 飩 剛 』 饉 塾 互 :私二 山 」臼重 艶 :

ソーシャルワーカーのソーシャルアクションを含むマクロソーシャルワーク奥腱を後押しするために、きまざまな
機会(スキル・マインド・ネットワーク)を提供することを目的に2017年度より開始。今期も引き続き、コロナ禍の影
響を饉みて完全オンラインで開催した。

,多加者歌
一般●加者も含め、こべ204名 の多加者を得た。

2)成果
実餞者ゼミコース●加者の10名の方々が、各々の所属●関における′またはソーシヤルワーカーとして自身が
課■意■を有している対彙に対するアクションプランを作成した。

事業名
事 業
内 容

実 施
日 時

実 施

場 所

従事者
の人数

受益対彙者
の範囲及び

人数

事業費の

金額

(千円)

ソーシャルワーカー

の社会的巴知度向
上プロジェクト事業

後述 随時 全国 1名 約37∞名 0

ソーシャルワーカー

による学び

“

出コ

ミュニティプロジェク
ト事業

後述 随時 全 目 6名 309名 1,323

ソーシャル・リサー

チ・プロジェクト事業 本年度は実施せず

ソーシャルアクショ
ン・サポート事業

後述
随時

関東 3名 2団体 3,222



α□堕雌上走±■塑賞墾
ソーシヤルワーカー、対人援助職個人に対して、スーパービジョンやキヤリア相餞を提供する新規事業を開始し

た。合計12名の方にサービスを提供した。

Q左どヒz左とし生コ

“

田山田
オンラインでソーシヤルワーカーや対人援助聰が集るコミュニティ事業を開始、情報共有、交流や研颯の機会作
りを行つた。合計93名の方が,加した。

コミュニティに,加されている方が主催する定例の企目が5つスタートし、全国のさまざまな福祉実践について知
り、学び合う機会をつくるきつかけを生み出すことができた。

Q浚壷島ヒ」と二壺宣と」重墜
本年度は実施せず

a2ゴ 盈性22」 と上士」豊主
ソーシヤルワークの専門性を必要とする機関を対彙に、ソーシヤルワークの専門性を各機関に提供、社会に対
するソーシヤルワークの価値提供に勢めた。

上記に加えて、日山鳳内の自治体の福社都円のデジタル化、彙務改革に関する針■策定彙書を支援した。次
年度以降、当餞自治体における支援配彙の電子化、社会保障‖度と窓口情報を市民にわかりやすく伝えるた
めのガイド策定を支援する彙務がスタートする予定である。

働出企

本年度は、トライアル事業として、①アドテクノロジー(Goog:eのリスティング広告)による生活困難を抱えている
人へのアウトリーチ+②チャットボットによる社会保障制度情報の発信(現在は、経済支援制度60強のみ)

く).:NE、 チャット、メールでの個別相談を通して、社会保障制度によつて解決軽減する国りごとを抱えている人
と繋がり、情報を提供し、日別にオンラインで申睛をサポートする事業を行つた。トライアルの結果、200名弱の
方と繋がることができたため、2023年度は主たる事業として実施していく予定としている。

また、前述した自治体への支援事業とともに、中富生を対彙にした社会保障‖産教育に関する出前講座の実
施準備を行い、2024年度より開始していく予定である。

2023年度は、既存の事業を再編し、それに伴う法人ビジョン、ミッションの改

『

を予定している。



E *: NPOX  Social Change Agency

活勁量菫豊
2022■6月 1日 から2023年5月 31日 まで

1経常収益

1.受取会費

正会員受取会員

2.受取助威金等

受取民間助威金

3.事業収益

事業収益

4その他収益

受取利息

経常収益計

!l経常費用

1.事業費

(1)人件費

人件員計

2)その他経費

旅費交通費

通信運搬■

消耗品費

員務委託費

饉金

支払手数料

その他経費計

事業費計

2.管理ロ

(1)人件費

人件費計

0)その個 [費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

業務委託員

支払手欧料

地代象賃

その他経費計

管理買計

経籠費用計

当期経常増減額

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

単位 :円

科 目 全■

138,760

132,000

13β70

4,463,40

338,183

9pll

5ρ96■64

1∞ ,αЮ

2,30

5,160

829,340

8邸0

02,600

1■43210

1∞,α

"

200,α

"

17

5,96■64

lβ48210

45“′∞

4β46217

6,444,674

‐1598´ 57

‐1598457

140,αЮ

‐1,38● 57



科目 金■

2,184β 53

445β 96

前期彙田正味財産額

次期繰越正味財慶額



X e : NPOX^ Social Change Agency

菫僣対国壼
2023年5月 31日 現在

円

科目 全ロ

352,765

“

2,7“

352765

21,949

70,000

10■34

・93,131

2,184β 53

‐1,738■ 57

‐93,131

445■96

352,765

1貴産の部

1.流動資腫

現金預金

流助貴産合計

2.固定資産

固定資産合計

資産合計

ll負償の部

1.流動負債

預り金

未払費用

未払金

流勁負債合計

2.固定負債

日定負傾合計

負債合計

l‖ 正味財産の部

前期糧口正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計



幽開ロヒ滋出
1.重要な会計方針

財薔■寝の作咸は、NPO漱 会計基準 (20H岸 7月 20日  2017年2月 12日最姜改正 NPO法 人会計薔準協饉会)によつていま

■

(1)消費税等の会計処理

消費税●0会計処理は、現込経理方式によつています。

2.事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

科目

ソーシャルワ

ーカーによう

学び創出コミ

ュニティプロ

ジェクト事票

ソーシャルア

クション・サ

ポート事■

事菫郎円合計 管理

“

日 合計

0

0

0

lβ23559

0

0

0

0

3222,“ 1

0

0

0

0

4●46200

0

1∞ ,αЮ

0

2∞ ,αЮ

0

17

1∞ ,αЮ

0

2∞ ,αЮ

4,46200

17

lβ23559 3222,641 4546200 300,017 4,846217

0

0

13,670

501,747

333,183

5,401

0

138,7∞

132,000

0

3β99,193

5,αЮ

4510

0

138F∞

132,α)0

13,70

4,463,9Ю

338,183

9pll

0

1∞ ,αЮ

2,0

5,1∞

829,340

0

8F80

4)2,600

238,7(Ю

134530

18」830

5293280

338ュ田

18■91

402,600

917,001 4,179,4“ 5,096,■4 1,48210 6,4“β74

917pOl 4,179■63 5,0`に ,4“ ユβ48210 6,444β 74

406』58 ‐956メB22 ‐550264 ‐1,048,193 ‐1,98,457

!経常収益

1.受取会費

2受取寄附金

3.受取助威金等

4.事彙収益

5.その他収益

経常収益計

11経常費用

(1)人件費

人件費計

2)その他経費

旅費交通費

遍個運搬費

消耗品費

業務委託員

‖金

支払手敗科

地代家■

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額



法人名 :NPOtt S∝ial Chanr Agenり

量産且録
2023年5月 31日 現在

位

金■‖目

324βll

郎′

“
352,765

‐93,131

352,7“

‐93,131

“

15β96

l責産の部

1.流勁責産

現金預金

=壺東京UFJ(法 人)電子饉明書

流勁資産合計

2固定資壼

固定賀産合計

責産合計

ll負傾の部

1.流助負債

預り金

未払費用

未払金

流動負債合計

2.固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産

現金
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2022年度 年間役員名簿

2023年5月 31日現在

特定非営利活動法人Social Chnge Agency

役名 氏名 就任期間 颯■を受けた
期間

理事 ヨコヤマホクト
横山北斗

2022年6月 1日

～2024年5月 31

日

有

理事 カネコミツル
金子充

2022」申6月 1日

～2024年5月 31

日

無

理事 カワモトメグミ
川本恵

2022:年6月 1日

～2024年5月 31

日

無

監事 トウジュヤスマサ
東樹康雅

2022年6月 1日

～2024年5月 31

日

無



書式第4号 (法第 10条 。第28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
20231年5月 31日現在

特定非営利活動法人 Sc爛al Change」

"en

氏名

1 横山 北斗

2 金子 充

3 飯島 大樹

4 関野 沙月

5 日下竹彦

6 堀 祥子

7 川本 恵

8 柴原 崇

9 償山 文技

10 横山 大暉



監査報告書

2023年 8月 25日

特定非営利活動法人Social Change Agency

代表理事 横山 北斗 様

監事 東樹 康雅

私は、特定非営利活動促進法第18条の規定に基づき、特定非営利活動法

人  Social Change Agencyの 2022年度 (2022年6月 1日 から2023年5月 31日 ま

で)の事業報告書及び計算書類 (財産目録、賃借対照表及び活動計算書、財務

諸表の注記)について監査を行った。

私は、理事の業務執行の状況に関する監査に当たっては、理事会の議事録を

確認し必要と認める場合には質問を行つた。また、経営の状況及び財産の状況

に関する監査に当たっては、証拠書類の閲覧、照合、質問等の合理的な保証を

得るための手続きを行った。

監査の結果、法人の業務は法令、定款及び2"2年度の事業計画に基づき、

適正に執行され、会計処理は一般に公正妥当と認められる会計原則に則つて適

正に処理されているものと認められた。

よつて、私は、上記の事業報告書及び計算書類が、特定非営利活動法人

S∝ial Change Agencyの 2(23年 5月 31日 をもって終了する事業年度の業務執行の

状況、経営の状況及び同日現在の財政状態を遭正に表示 しているもの と認め

る。

以上




